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単語の発想方法 広く，狭く 関連した言葉，正式名称 使用方法，目的 原因，結果  ※参考図書，索引，書誌情報がヒントになる。 

平成 28 年度教員のための図書館活用講座  ○資料を探す秘訣  図書館の蔵書検索（OPAC)は書名，著者名等決まった項目が検索対象なので，調べたい言葉で検索しても，必要な資料がヒットするとは限らない。  →調べたいことが，どの分野（テーマ）に属するか特定して，テーマで探す。 ※図書館等で，本を直接調べるのが効率的。  ○調査の流れ（例） １ 参考図書で全体像をつかむ。→関係ありそうな分野（テーマ）を特定する。 ２ 特定したテーマの本を調べる。→目次を調べて本を選ぶ。 ３ 選んだ本の参考文献を調べる。→新たなテーマの発見があるかも。 ４ 新聞・雑誌を調べる。→新しい動向，まとまった記述が得られる。 ５ 論文を調べる。→新しい動向，詳細な研究結果が得られる。  １ 本を探す （１）テーマで探す～図書館 OPAC で探す～    ※「県立図書館蔵書の探し方」参照 図書館 OPAC は書名，著者名，出版社，件名等で検索できる。    （本によっては目次情報等がヒットすることもある。）    本文の全文検索ではないので，文章ではなく，単語で調べる。    →単語の種類     自然語：書名等に使用されている用語     統制語：件名          （２）内容で探す    サイトによっては，目次や内容から検索できる。 ［国立国会図書館サーチ］http://iss.ndl.go.jp/  国立国会図書館が所蔵する資料の全てと都道府県立図書館，政令指定都市の市立図書館から提供された蔵書状況が調べられる                 
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  ［国立国会図書館リサーチ・ナビ］http://rnavi.ndl.go.jp/rnavi/                          ２ 新聞・雑誌を探す  ○新聞・雑誌記事の特徴  ・時事問題等についての記事（事実）が確認できる。  ・新しい話題に対する論説，短い文章でまとまった記述が読める。  ○新聞記事の探し方   縮刷版の目次を利用するのが一般的。   新聞記事データベースは，記事本文が全文検索できるものが多い。   ※「新聞記事を探す」参照  ○雑誌記事の探し方   関係ある分野の雑誌のバックナンバーを調査するのが効率的。    ［広島県立図書館契約データベース］  ○新聞   朝日新聞（聞蔵Ⅱビジュアル for Libraries）   日本経済新聞（日経テレコン 21［図書館版］）   読売新聞（ヨミダス文書館）   中国新聞（ ELNET）  ○雑誌   CiNii Articles   magazineplus   医中誌 web        
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３ 論文を探す   最近は，大学のリポジトリ公開も進んでおり，紀要論文はインターネット上で本文が閲覧できるものも増えている。  ［CiNii Articles］http://cinii.ac.jp/                          ４ 視聴覚資料を探す   授業で使用する場合は，個人視聴用の映像は利用できない。   広島県立生涯学習センターでは視聴覚教材の貸出を実施している。  ［広島県立生涯学習センター］http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/                       
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  広島県のいくつかの部署では，学習用教材の貸出しを実施している。   消費生活課「消費者啓発学習ビデオ等」，人権男女共同参画課「人権啓発」，環境政策課「環境学習教材」，薬務課「薬物乱用防止啓発用視聴覚教材」，総合精神保健福祉センター「精神保健教育用ビデオテープ等」 [広島県 ]http://www.pref.hiroshima.lg.jp/                          テーマによっては，記録映像がインターネット公開されているものもある。    動画サイト紹介（例）  ［政府インターネットテレビ］http://nettv.gov-online.go.jp/  ［ NHK デジタルアーカイブス］http://www.nhk.or.jp/archives/digital/                    
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 ［平和データベース］http://www.pcf.city.hiroshima.jp/database/ ［ NDL 東日本大震災アーカイブ］http://kn.ndl.go.jp/                                         その他の参考              

県立図書館を活用しよう １ インターネット予約    インターネットで予約した資料を県内図書館で受け取ることができる。    ※「インターネット予約の方法」参照 ２ 相互貸借     学校図書室として登録し，資料を借りることができる。   ３ レファレンス・サービス（調べる・相談する）     調べものや求める資料を探す相談ができる。     来館のほか，電話，ファクシミリ，電子メール，郵便でも申し込める。   ４ 学校支援のページ  
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＜参考資料＞  授業に役立つその他のサイト  [学校図書館活用データベース ] http://www.u-gakugei.ac.jp/~schoolib/htdocs/                    [デジ読評価プロジェクト＠東京学芸大学] https://sites.google.com/site/dejidoku/                    広  島  県  立  図  書  館  〒730－0052 広 島 市 中 区 千 田 町 三 丁 目 ７－47  電   話  082－241－2299（本 の照 会 ・相 談 ） 082－241－4995（代 表 ）  ﾌｧｸｼﾐﾘ 082－241－9799 U R L http ://www2.hpl ibra.pref.h i roshima. jp/  開館時間 土 ・日   午 前 ９時 30 分 ～午 後 ５時   火 ～金  午 前 ９時 30 分 ～午 後 ７時  休 館 日  毎 週 月 曜 日 ，国 民 の祝 日 に関 する法 律 に規 定 する休 日 （11 月 ３日 を除 く。），       年 末 年 始 （12 月 28 日 ～１月 ４日 ），特 別 整 理 期 間 （２月 21 日 ～３月 ３日 ） 


